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 The number of cruise ships calling in Japan and their inbound have stagnated. The 
ports of call in Kyushu and Okinawa are saturated and it is necessary to expand the 
ports of call. Therefore, each port is promoting the acceptance of port calls.
 Aomori Port is steadily increasing its calls. Aomori Port is the northernmost point 
of Honshu, has no geographical advantage, and does not call during winter. Instead, 
Aomori Port is increasing its call by utilizing the Nebuta Festival, a traditional 
cultural property, as a tourism asset. In this paper, we analyze Nebuta Festival as a 
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2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
日本船社
（回）
516 528 591 631 629 628 551 489 574 751 1,017
（％） 61.9 60.3 63.6 78.1 56.9 62.7 45.8 33.6 28.5 27.2 34.7
外国船社
（回）
318 348 338 177 476 373 653 965 1,443 2,013 1,913
（％） 38.1 39.7 36.4 21.9 43.1 37.3 54.2 66.4 71.5 72.8 65.3
合計（回） 834 876 929 808 1,105 1,001 1,204 1,454 2,017 2,764 2,930
出典：国土交通省の資料に基づき作成
表２　2013年から2018年までのクルーズ客船によるインバウンドの推移
2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
インバウンド総数（万人） 1036.4 1341.3 1973.7 2404 2869.1 3119.2
増減率（％） 29.4 47.1 21.8 19.3 8.7
クルーズ客船によるインバウンド（万人） 17.4 41.6 111.6 199.2 252.9 245.1
増減率（％） 139.1 168.3 78.5 27.0  ‒3.1















































































































2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
上位３港
回数（回） 95 237 478 685 788 714
シェア（％） 25.5 36.3 49.5 47.5 39.1 37.3
上位５港
回数（回） 154 306 557 860 1,046 961
シェア（％） 41.3 46.9 57.7 59.6 52.0 50.2
上位７港
回数（回） 170 335 642 1,002 1,226 1,162





2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
日本船社ク
ルーズ客船
各港合計（回） 591 631 629 628 551 489 574 751 1,017
青森港（回） 8 8 8 11 8 9 8 7 10
ねぶた祭期間の
寄港（回） 3 3 3 3 3 3 3 3 3
ねぶた祭期間の
寄港割合（％） 37.5 37.5 37.5 27.3 37.5 33.3 37.5 42.9 30.0
外国船社ク
ルーズ客船
各港合計（回） 338 177 476 373 653 965 1,443 2,013 1,913
青森港（回） 0 2 3 8 12 12 13 15 16
ねぶた祭期間の
寄港（回） 0 0 1 0 2 1 2 3 4
ねぶた祭期間の





各港合計（回） 929 808 1,105 1,001 1,204 1,454 2,017 2,764 2,930
青森港（回） 8 10 11 19 20 21 21 22 26
ねぶた祭期間の
寄港（回） 3 3 4 3 5 4 5 6 7
ねぶた祭期間の















３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
ねぶた
祭期間
９月 10月 合計 備考
2014年 1 2 3 3 2 8
2015年 2 4 3 3 9
2016年 1 2 3 3 2 8
2017年 2 2 3 3 7
2018年 2 3 3 4 1 10
出典：国土交通省東北地方整備局青森港湾事務所の資料に基づき作成
表６　外国船社の青森港への月別の寄港回数
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
ねぶた
祭期間
９月 10月 合計 備考
2014年 3 1 2 4 2 1 1 12
2015年 1 1 1 2 4 1 3 12
2016年 1 1 2 1 2 2 2 2 2 13 ４月に抜港
2017年 4 4 1 3 3 1 2 15 ９月に抜港
2018年 4 4 5 4 2 1 16 10月に抜港
出典：国土交通省東北地方整備局青森港湾事務所の資料に基づき作成
表７　日本船社と外国船社を合わせた青森港への月別の寄港回数
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月
ねぶた
祭期間
９月 10月 合計 備考
2014年 3 2 4 7 5 3 1 20
2015年 1 1 3 2 8 4 6 21
2016年 1 1 3 3 2 5 5 2 4 21 ４月に抜港
2017年 6 4 3 6 6 1 2 22 ９月に抜港
















2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年
飛鳥Ⅱ 3 2 2 4 1 2 3 2 4
にっぽん丸 4 1 2 4 4 3 2 1 2
ぱしふぃっくびいなす 1 4 3 3 3 4 3 4 4
ダイヤモンドプリンセス 0 0 注1 0 0 9 8 7 4 4
４隻の合計 8 注2 7 注2 7 11 17 17 15 11 14
青森港への寄港数 8 10 11 19 20 21 21 22 26
青森港への寄港数に占め


























































































































































































注 １） 本節は水野英雄（2019）「インバウンド誘客のための魅力ある Nagoyaの創造」『名古
屋港』第37巻６号（通巻222号）に依拠している。
２） １年間の税収は2019年度に480億円と見込まれている。
３） CIQは税関（Customs）、出入国管理（Immigration）、検疫（Quarantine）等の手続きで
ある。
４） 人気のあるリゾート地のハワイでは体験型観光が積極的に行われており、リピーター
が多い。
５） 観光庁（2018）『平成29年訪日外国人消費動向調査』によれば訪日回数が２回以上の
リピーターが約６割であり、訪日回数の増加とともに消費支出額が高くなる傾向にある。
６） 例えば、中国人観光客がビュッフェ形式の食事で食べ残すことがあるが、これは「余
るほど多くの食事でもてなす」という文化による。団体旅行客のマナーについての指
摘、温泉での刺青（タトゥー）禁止の是非についても文化的摩擦である。
７） 「観光公害」によって外国人の利用を禁止するという店舗もあるが、単に禁止するの
ではビジネスチャンスを失うことになり、文化的相違を理解して適切な対応をすること
で解決すべきである。例えば、ごみの処分、トイレの使用、備品の持ち帰りについて外
国人向けの注意書きを設けることでかなり改善する。
８） 2010年には経済産業省にクール・ジャパン海外戦略室が設置され、政府はクール・
ジャパン官民有識者会議を開催し、クール・ジャパンの海外展開が進められた。
９） 宮殿や城郭等の歴史的建造物や博物館や美術館等の公的施設で会議やレセプション、
イベント等を開催することで参加者に特別感や地域特性を演出すること。
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10） 文化財の適切な管理で良質な状態を維持し、活用する人材。
11） 阿南透（2018）「高度経済成長期における都市祭礼の衰退と復活」『国立歴史民俗博物
館研究報告』第207集に基づいている。
12） 根岸洋・長谷川綾子（2019）「男鹿のナマハゲ行事の変容と外部参加者受け入れの動
向」『国際教養大学アジア地域研究連携機構研究紀要』第９号に基づいている。
13） 同様の事例は日本だけでなく世界各地で見られる。例えば、ハワイのフラはハワイの
歴史を伝えるための伝統的なフラから、観光客向けのショーとしてのフラに変化した。
14） 「ねぶた」と「ねぷた」は同じ意味であるが、「青森ねぶた」「弘前ねぷた」のように
地域によって使い分けられている。地域によって名称が異なるのは、観光資源としての
差別化の意味もある。
15） 青森ねぶたが現在のような都市を挙げての大規模な祭りに変化した過程については阿
南透（2003）「青森ねぶたの現代的変容」『国立歴史民俗博物館研究報告』第103集、阿
南透（2018）「高度経済成長期における都市祭礼の衰退と復活」『国立歴史民俗博物館研
究報告』第207集を参照。
16） 本節は水野英雄（2017）「アジアにおけるクルーズ市場の拡大による外航クルーズ客
船の日本への寄港のクラスター分析」『研究論集』第48号（社会科学篇）、水野英雄
（2018）「地方港湾への外航クルーズ客船の寄港による地方創生」『海事交通研究』第67
集、岡良浩・水野英雄・鶴田利恵・別府孝文・畑中純一（2019）「四日市港への外航ク
ルーズ客船の寄港による経済波及効果の推計」『港湾研究』第40号に依拠している。
17） 2017年から小型のクルーズ客船であるガンツウの運航が始まったことで日本船社の
寄港回数が大きく増加したため、寄港数の若干の減少以上に外国船社のシェアが低下す
ることになった。
18） 外国船社の大型のクルーズ客船には2,000人以上、最大級の船では5,000人以上の乗客
が乗船しており、日本船社のクルーズ客船３隻を合わせたよりも多くの乗客が乗船して
いる。
19） クルーズ客船の CIQは数千人と乗客が多いことから負担が大きい。
20） 同一航路内の複数港で乗下船を繰り返し行いながら複数回の航海を行うことであり、
集客力を高めることが出来る。
21） 世界のクルーズ客船はラグジュアリー、プレミアム、カジュアル（スタンダード、マ
ス）の３つのクラスに分類され、ラグジュアリー約５パーセント、プレミアム約10パー
セント、カジュアル約85パーセントという割合である。
22） 筆者は2018年８月の青森ねぶたの期間に青森港で現地調査を行ったが、同様の理由
でロシアの富豪の所有するメガヨットが寄港していた。
23） 本章は水野英雄（2018）「地方港湾への外航クルーズ客船の寄港による地方創生」『海
事交通研究』第67集に基づいて青森港について論じている。
24） クルーズ客船の寄港による地方創生については水野英雄（2018）「地方港湾への外航
クルーズ客船の寄港による地方創生」『海事交通研究』第67集を参照。
25） イタリアのベネチアに寄港するクルーズ客船は、滞在時が短いにもかかわらず主要な
観光地に観光客が集中して混雑し、滞在時間が短く宿泊を伴わないので地元への経済波
及効果は住民の負担に比べて大きくないことから「クルーズ公害」と呼ばれている。同
様の事例は日本国内でも規模の小さな寄港地で起こっている。
26） 小型のクルーズ客船であるガンツウの母港のベラビスタスパマリーナ（広島）122回
は除いている。
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